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　1875（明治８）年のこの日、日本初の気象台で
ある東京気象台が設置され、気象と地震の観測が
開始されたことに由来しています。
　日本が気象観測を実施するきっかけとなったの
は、欧米の知識や技術を取り入れるために政府が
雇った、いわゆる「お雇い外国人」たちでした。
　1871（明治４）年、政府は工部省内に測量司と
いう局を設置し、イギリス人技術者のマクビーン
とジョイネルという人物を採用しました。この
ジョイネルが気象観測の必要性を説いたことから、
工部省は気象台を設ける決定をします。そしてマ
クビーンは測量師長として、日本人測量士の育成
と、観測器械の調達に尽力しました。

　1875（明治８）年５月、観測器械の準備及び設
置が完了すると、６月１日から観測が開始されま
した。当初は、ジョイネルが１人で日に３回の気
象観測を行い、地震が発生すれば土蔵の中の地震
計まで飛んで行き、確認を行うような体制でした。
その後、９月には正
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之助ら数名が伝習生とな
り、徐々に観測に加わったため、ジョイネル１人
での観測体制は改善されていきました。
　1884（明治17）年になると、毎日３回、全国の
天気予報が発表されるようになりました。現在で
は天気予報を毎日確認する方が多いのではないで
しょうか。特にこれから梅雨の季節にもなりますの
で、天気予報の欠かせない日が続きそうですね。

今月の表紙

今月の何の日 ６月１日　気象記念日

■人口と世帯（５月１日現在）
	 人口／60,055人（＋126）、	男性／29,854人（＋72）、	女性／30,201人（＋54）、	世帯数／25,134世帯（＋187）

　今月の表紙は、５月15日にオープンした市民活
動センターの、テープカットの様子です。
　市民活動センターでは、ボランティアをはじめと
する公益的な活動を行う市民団体などが活動の拠
点として利用できるよう、会議室や貸し出し物品を
用意。授乳室や、ベビーチェア付きのトイレも完
備しています。１階の交流スペースは自由にご利用
いただけますので、ぜひお立ち寄りください。秋に

は、センター敷地を会場とする「市民活動センター
まつり」を開催予定ですので、お楽しみに。
　なお、市民活動センターの建物は、公共施設の
整理と有効活用のため、新築ではなく既存の建物
をリニューアルしました。以前はこの建物に、昨
年５月に南河内公民館へ移転した生涯学習情報セ
ンターと、旧国分寺西小学校へ移転した障がい者
就労支援施設「なのはな」が入っていました。

市民活動センターがオープンしました

※掲載写真の一部は、撮影時のみマスクをはずしています。
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